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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月19日(2018.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水域の表面付近で付加的構造を支持するための装置であって、
　前記装置は、前記装置が前記表面において浮動しているとき、および前記水域が実質的
に静止しているときに、静止位置および静止配向をとるように構成され、前記静止配向は
、前記表面から前記装置の最下位置における竜骨まで延在する垂直方向を画定し、
　前記装置は、
　前記付加的構造に取り付けられるように構成された支持部材と、
　複数の浮力ユニットであって、各浮力ユニットは、前記竜骨またはその付近で前記支持
部材に取り付けられ、前記竜骨から前記浮力ユニットの略縦方向に延在する、複数の浮力
ユニットと
　を備える、装置。
【請求項２】
　各浮力ユニットの前記縦方向は、前記垂直方向に対して約３５°～６５°の角度を画定
する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿った第１の位置において第１の断面積
と、前記縦方向に沿った第２の位置において第２の異なる断面積とを備える、請求項１ま
たは２に記載の装置。
【請求項４】
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記竜骨から遠位に配置される前記浮力ユニットの第
１の部分において第１の断面積と、前記竜骨の近位に配置される前記浮力ユニットの第２
の部分において第２のより小さい断面積とを備える、請求項１または２に記載の装置。
【請求項５】
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　前記浮力ユニットのそれぞれはさらに、前記第１の部分と前記第２の部分との間に配置
される、前記浮力ユニットの遷移部分を備える、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記遷移部分における断面は、先細である、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿って実質的に一定である断面積を備え
る、請求項１または２に記載の装置。
【請求項８】
　前記浮力ユニットは、前記垂直方向の周囲で対称的に配置されている、請求項１または
２に記載の装置。
【請求項９】
　前記複数の浮力ユニットは、３つの浮力ユニットを備える、請求項１または２に記載の
装置。
【請求項１０】
　前記複数の浮力ユニットは、少なくとも４つの浮力ユニットを備える、請求項１または
２に記載の装置。
【請求項１１】
　前記竜骨から遠位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、浮力材料を含み、前記浮
力材料の密度は、前記水域の密度より低い、請求項１または２に記載の装置。
【請求項１２】
　前記竜骨の近位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、バラスト材料を含み、前記
バラスト材料の密度は、前記水域の密度に等しい、またはそれより高い、請求項１または
２に記載の装置。
【請求項１３】
　前記装置を前記水域内の実質的に静止した位置に取り付けるように構成されている、少
なくとも１つのアンカラインまたはテザーをさらに備える、請求項１または２に記載の装
置。
【請求項１４】
　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のカテナリアンカラインを備え、前記カテ
ナリアンカラインのそれぞれは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられている、
請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のテンドンを備え、前記テンドンのそれぞ
れは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられ、前記テンドンのそれぞれは、実質
的に垂直な配向をとり、前記装置を前記水域の底に係留するように構成されている、請求
項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記竜骨に配置されたヒーブプレートをさらに備える、請求項１または２に記載の装置
。
【請求項１７】
　浮動可能システムであって、
　浮動可能構造と、
　水域の表面付近で前記浮動可能構造を支持するための装置と
　を備え、
　前記システムは、前記システムが前記表面において浮動しているとき、および前記水域
が実質的に静止しているときに、静止位置および静止配向をとるように構成され、前記静
止配向は、前記表面から前記装置の最下位置における竜骨まで延在する垂直方向を画定し
、
　前記装置は、
　支持部材であって、前記支持部材は、前記付加的構造に取り付けられている、支持部材
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と、
　複数の浮力ユニットであって、各浮力ユニットは、前記竜骨またはその付近で前記支持
部材に取り付けられ、前記竜骨から前記浮力ユニットの略縦方向に延在する、複数の浮力
ユニットと
　を備える、システム。
【請求項１８】
　各浮力ユニットの前記縦方向は、前記垂直方向に対して約３５°～６５°の角度を画定
する、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿った第１の位置において第１の断面積
と、前記縦方向に沿った第２の位置において第２の異なる断面積とを備える、請求項１７
または１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記竜骨から遠位に配置される前記浮力ユニットの第
１の部分において第１の断面積と、前記竜骨の近位に配置される前記浮力ユニットの第２
の部分において第２のより小さい断面積とを備える、請求項１７または１８に記載のシス
テム。
【請求項２１】
　前記浮力ユニットのそれぞれはさらに、前記第１の部分と前記第２の部分との間に配置
される、前記浮力ユニットの遷移部分を備える、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記遷移部分における断面は、先細である、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿って実質的に一定である断面積を備え
る、請求項１７または１８に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記浮力ユニットは、前記垂直方向の周囲で対称的に配置されている、請求項１７また
は１８に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記複数の浮力ユニットは、３つの浮力ユニットを備える、請求項１７または１８に記
載のシステム。
【請求項２６】
　前記複数の浮力ユニットは、少なくとも４つの浮力ユニットを備える、請求項１７また
は１８に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記竜骨から遠位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、浮力材料を含み、前記浮
力材料の密度は、前記水域の密度より低い、請求項１７または１８に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記竜骨の近位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、バラスト材料を含み、前記
バラスト材料の密度は、前記水域の密度に等しい、またはそれより高い、請求項１７また
は１８に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記装置を前記水域内の実質的に静止した位置に取り付けるように構成されている、少
なくとも１つのアンカラインまたはテザーをさらに備える、請求項１７または１８に記載
のシステム。
【請求項３０】
　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のカテナリアンカラインを備え、前記カテ
ナリアンカラインのそれぞれは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられている、
請求項２９に記載のシステム。
【請求項３１】
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　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のテンドンを備え、前記テンドンのそれぞ
れは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられ、前記テンドンのそれぞれは、実質
的に垂直な配向をとり、前記システムを前記水域の底に係留するように構成されている、
請求項２９に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記浮動可能構造は、風力タービンおよび関連塔を備える、請求項１７または１８に記
載のシステム。
【請求項３３】
　前記支持部材は、前記塔に取り付けられている、請求項３２に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記竜骨に配置されたヒーブプレートをさらに備える、請求項１７または１８に記載の
システム。
【請求項３５】
　水域の表面に隣接して構造を支持するための支持システムであって、
　静止軸を画定する支持部材と、
　その浮力を増進するため、および渦誘起振動を低減させるために、前記支持システムの
竜骨またはその付近で前記支持部材に取り付けられている、複数の浮力ユニットであって
、前記浮力ユニットのそれぞれは、前記浮力ユニットのそれぞれが前記構造を支持するこ
とに役立つ正味浮力を有するように、浮力材料で少なくとも部分的に充填され、前記浮力
ユニットのそれぞれは、縦方向を画定する、複数の浮力ユニットと
　を備える、支持システム。
【請求項３６】
　各浮力ユニットの前記縦方向は、前記支持部材の前記静止軸に対して約３５°～６５°
の角度を画定する、請求項３５に記載の支持システム。
【請求項３７】
　各浮力ユニットの前記縦方向は、他の浮力ユニットのうちのいずれかの前記縦方向と平
行ではない、請求項３５または３６に記載の支持システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　浮動可能構造は、風力タービンおよび関連塔を含んでもよい。支持部材は、塔に取り付
けられてもよい。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　水域の表面付近で付加的構造を支持するための装置であって、
　前記装置は、前記装置が前記表面において浮動しているとき、および前記水域が実質的
に静止しているときに、静止位置および静止配向をとるように構成され、前記静止配向は
、前記表面から前記装置の最下位置における竜骨まで延在する垂直方向を画定し、
　前記装置は、
　前記付加的構造に取り付けられるように構成された支持部材と、
　複数の浮力ユニットであって、各浮力ユニットは、前記竜骨またはその付近で前記支持
部材に取り付けられ、前記竜骨から前記浮力ユニットの略縦方向に延在し、各浮力ユニッ
トの前記縦方向は、前記垂直方向に対して約３５°～６５°の角度を画定する、複数の浮
力ユニットと
　を備える、装置。
（項目２）
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　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿った第１の位置において第１の断面積
と、前記縦方向に沿った第２の位置において第２の異なる断面積とを備える、項目１に記
載の装置。
（項目３）
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記竜骨から遠位に配置される前記浮力ユニットの第
１の部分において第１の断面積と、前記竜骨の近位に配置される前記浮力ユニットの第２
の部分において第２のより小さい断面積とを備える、項目１に記載の装置。
（項目４）
　前記浮力ユニットのそれぞれはさらに、前記第１の部分と前記第２の部分との間に配置
される、前記浮力ユニットの遷移部分を備える、項目３に記載の装置。
（項目５）
　前記遷移部分における断面は、先細である、項目４に記載の装置。
（項目６）
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿って実質的に一定である断面積を備え
る、項目１に記載の装置。
（項目７）
　前記浮力ユニットは、前記垂直方向の周囲で対称的に配置されている、項目１に記載の
装置。
（項目８）
　前記複数の浮力ユニットは、３つの浮力ユニットを備える、項目１に記載の装置。
（項目９）
　前記複数の浮力ユニットは、少なくとも４つの浮力ユニットを備える、項目１に記載の
装置。
（項目１０）
　前記竜骨から遠位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、浮力材料を含み、前記浮
力材料の密度は、前記水域の密度より低い、項目１に記載の装置。
（項目１１）
　前記竜骨の近位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、バラスト材料を含み、前記
バラスト材料の密度は、前記水域の密度に等しい、またはそれより高い、項目１に記載の
装置。
（項目１２）
　前記装置を前記水域内の実質的に静止した位置に取り付けるように構成されている、少
なくとも１つのアンカラインまたはテザーをさらに備える、項目１に記載の装置。
（項目１３）
　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のカテナリアンカラインを備え、前記カテ
ナリアンカラインのそれぞれは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられている、
項目１２に記載の装置。
（項目１４）
　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のテンドンを備え、前記テンドンのそれぞ
れは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられ、前記テンドンのそれぞれは、実質
的に垂直な配向をとり、前記装置を前記水域の底に係留するように構成されている、項目
１２に記載の装置。
（項目１５）
　前記竜骨に配置されたヒーブプレートをさらに備える、項目１に記載の装置。
（項目１６）
　浮動可能システムであって、
　浮動可能構造と、
　水域の表面付近で前記浮動可能構造を支持するための装置と
　を備え、
　前記システムは、前記システムが前記表面において浮動しているとき、および前記水域
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が実質的に静止しているときに、静止位置および静止配向をとるように構成され、前記静
止配向は、前記表面から前記装置の最下位置における竜骨まで延在する垂直方向を画定し
、
　前記装置は、
　支持部材であって、前記支持部材は、前記付加的構造に取り付けられている、支持部材
と、
　複数の浮力ユニットであって、各浮力ユニットは、前記竜骨またはその付近で前記支持
部材に取り付けられ、前記竜骨から前記浮力ユニットの略縦方向に延在し、各浮力ユニッ
トの前記縦方向は、前記垂直方向に対して約３５°～６５°の角度を画定する、複数の浮
力ユニットと
　を備える、システム。
（項目１７）
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿った第１の位置において第１の断面積
と、前記縦方向に沿った第２の位置において第２の異なる断面積とを備える、項目１６に
記載のシステム。
（項目１８）
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記竜骨から遠位に配置される前記浮力ユニットの第
１の部分において第１の断面積と、前記竜骨の近位に配置される前記浮力ユニットの第２
の部分において第２のより小さい断面積とを備える、項目１６に記載のシステム。
（項目１９）
　前記浮力ユニットのそれぞれはさらに、前記第１の部分と前記第２の部分との間に配置
される、前記浮力ユニットの遷移部分を備える、項目１８に記載のシステム。
（項目２０）
　前記遷移部分における断面は、先細である、項目１９に記載のシステム。
（項目２１）
　前記浮力ユニットのそれぞれは、前記縦方向に沿って実質的に一定である断面積を備え
る、項目１６に記載のシステム。
（項目２２）
　前記浮力ユニットは、前記垂直方向の周囲で対称的に配置されている、項目１６に記載
のシステム。
（項目２３）
　前記複数の浮力ユニットは、３つの浮力ユニットを備える、項目１６に記載のシステム
。
（項目２４）
　前記複数の浮力ユニットは、少なくとも４つの浮力ユニットを備える、項目１６に記載
のシステム。
（項目２５）
　前記竜骨から遠位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、浮力材料を含み、前記浮
力材料の密度は、前記水域の密度より低い、項目１６に記載のシステム。
（項目２６）
　前記竜骨の近位にある各浮力ユニットの少なくとも一部は、バラスト材料を含み、前記
バラスト材料の密度は、前記水域の密度に等しい、またはそれより高い、項目１６に記載
のシステム。
（項目２７）
　前記装置を前記水域内の実質的に静止した位置に取り付けるように構成されている、少
なくとも１つのアンカラインまたはテザーをさらに備える、項目１６に記載のシステム。
（項目２８）
　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のカテナリアンカラインを備え、前記カテ
ナリアンカラインのそれぞれは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられている、
項目２７に記載のシステム。
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（項目２９）
　前記アンカラインまたはテザーは、１つ以上のテンドンを備え、前記テンドンのそれぞ
れは、前記浮力ユニットのうちの１つに取り付けられ、前記テンドンのそれぞれは、実質
的に垂直な配向をとり、前記システムを前記水域の底に係留するように構成されている、
項目２７に記載のシステム。
（項目３０）
　前記浮動可能構造は、風力タービンおよび関連塔を備える、項目１６に記載のシステム
。
（項目３１）
　前記支持部材は、前記塔に取り付けられている、項目３０に記載のシステム。
（項目３２）
　前記竜骨に配置されたヒーブプレートをさらに備える、項目１６に記載のシステム。
（項目３３）
　水域の表面に隣接して構造を支持するための支持システムであって、
　静止軸を画定する支持部材と、
　その浮力を増進するため、および渦誘起振動を低減させるために、前記支持システムの
竜骨またはその付近で前記支持部材に取り付けられている、複数の浮力ユニットであって
、前記浮力ユニットのそれぞれは、前記浮力ユニットのそれぞれが前記構造を支持するこ
とに役立つ正味浮力を有するように、浮力材料で少なくとも部分的に充填され、前記浮力
ユニットのそれぞれは、縦方向を画定し、各浮力ユニットの前記縦方向は、前記支持部材
の前記静止軸に対して約３５°～６５°の角度を画定する、複数の浮力ユニットと
　を備える、支持システム。
（項目３４）
　各浮力ユニットの前記縦方向は、他の浮力ユニットのうちのいずれかの前記縦方向と平
行ではない、項目３３に記載の支持システム。
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